


広島大学基本理念 
 

「自由で平和な一つの大学」という建学の精神を継承し，理念５原則の下に，国立大 
学としての使命を果たします。 

〇平和を希求する精神 
〇新たなる知の創造 
〇豊かな人間性を培う教育 
〇地域社会・国際社会との共存 
〇絶えざる自己変革 

 
○統合生命科学研究科の設立理念 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○統合生命科学研究科の養成する人材  

急速に発展し続け，絶えず変革している生物学・生命科学系の研究領域に対応し，

他の研究分野とも柔軟に融合・連携しながら，イノベーションを創出しうる人材を育

成するためには，既存の研究科での教育システム，狭い領域での教育カリキュラムの

もとで教育するだけでは，不十分になってきた。 
ポストゲノム時代に入り，遺伝子・ゲノムから生物機能，生態，地球環境，数理生

命，医科学まで，そして，それらの基礎から応用まで，幅広い分野に対する理解と深

い専門性を身につけた人材が望まれている。すなわち，他領域の学問領域にも興味を

持ち，分野融合・学際的な研究領域で貢献できる人材，そして，ゲノムサイエンス，

脳・神経科学，食料科学，生態・環境科学，医療など，発展・変革し続ける生物学・

生命科学系の研究領域に迅速に適応し，グローバル社会における様々な諸課題を解決

できる人材の育成が求められるようになった。 
このような背景を踏まえて，本学の生物学・生命科学系の専攻を有機的に再編・統

合し，多様な社会的要求に応えるための柔軟な教育研究組織として，統合生命科学研

究科を創設する。 
統合生命科学研究科は，理学，工学，農学，医学の各分野において細分化が進んで

いる生物学・生命科学を有機的につなぎ，次代を担う学生が，深掘りするだけでなく

俯瞰的な知識と能力を身につけることができる研究科として設置する。この研究科は，

広島大学のすべての生物学・生命科学系の学生を同じ理念のもとで教育するために，

単一の専攻（統合生命科学専攻）で構成する。 

発展・変革し続ける生物学・生命科学系の研究領域に迅速に適応し，他の研究分野

とも柔軟に融合・連携しながら，イノベーションを創出し，基礎から応用まで，幅広

い分野に対する理解と高い専門性を身につけ，グローバル社会における様々な諸課題

を解決できる先導的・指導的研究者，高度専門職業人及び教育者を養成する。 
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Ⅱ 規則関係 
○ 広島大学通則 ·························································· 163 
○ 広島大学大学院規則 ···················································· 186 
○ 広島大学学生交流規則 ·················································· 105 
○ 広島大学学位規則 ······················································ 110 
○ 広島大学授業料等免除及び猶予規則 ······································ 123 
○ 広島大学長期履修の取扱いに関する細則 ·································· 132 
○ 広島大学既修得単位等の認定に関する細則 ································ 134 
○ 広島大学大学院共通授業科目履修規則 ···································· 139 
○ 広島大学科目等履修生規則 ·············································· 142 
○ 広島大学学生表彰規則 ·················································· 147 
○ 広島大学学生懲戒規則 ·················································· 149 
○ 広島大学エクセレント・スチューデント・スカラシップ規則 ················ 154 
○ 広島大学学生生活に関する規則 ·········································· 156 
○ 広島大学学生証取扱細則 ················································ 159 
○ 広島大学ピア・サポート・ルーム規則 ···································· 162 
○ 広島大学障害学生の修学等の支援に関する規則  ··························· 164 
○ 身体等に障害のある学生に対する試験等における特別措置について(申合せ) ··· 166 
○ 社会貢献活動に従事したことに関する証明書発行要項 ······················ 168 
○ 期末試験等における不正行為の取扱いについて ···························· 171 
○ 広島大学研究生規則 ···················································· 172 
○ 広島大学外国人研究生規則 ·············································· 175 
○ 広島大学ハラスメントの防止等に関する規則 ······························ 179 
○ 広島大学東広島キャンパスの構内交通に関する細則 ························ 182 
○ 学業に関する評価の取扱いについて ······································ 190 
○ 気象警報の発表，公共交通機関の運休又は事件・事故等の場合における授業等の 
取扱いについて ·························································· 192 

○ 成績評価に対する異議申立制度について ·································· 194 
 
Ⅲ その他 
・統合生命科学研究科教育担当教員一覧 （プログラム別）······················ 197 
・各プログラム問い合わせ先 ··············································· 204 
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【生物工学プログラム 博士課程前期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，修士論文若し

くは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格し

た学生に，修士（工学）又は修士（学術）の学位を授与する。 
１．先端生命科学を基盤として生物工学分野における研究能力と専門技術を有している。 
２．生物工学分野とともに先端物質科学を理解し融合できる応用力と実践力，課題発見

能力を有している。 
３．科学的論理性とコミュニケーション能力を有し，高度職業人及び研究者として国内

外での活躍が期待できる。 
 
 
【生物工学プログラム 博士課程後期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，博士論文の審

査及び最終試験に合格した学生に，主たる研究テーマ及び専門領域に応じて，博士（工学），

博士（理学）又は博士（学術）の学位を授与する。 
１．先端生命科学を基盤とする生物工学分野において深い専門的な学識と，高度な研究

能力と専門技術を有するとともに，学術成果を国際的に発信できる能力を有している。 
２．生物工学分野の基礎から応用までの学際的視野と社会実践力を兼ね備え，異分野を

融合，連携させた課題発見能力及び問題解決能力を有している。 
３．国際社会・人類社会に貢献するための，高度な科学的思考力と実務能力等を有して

いる。 
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【食品生命科学プログラム 博士課程前期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，修士論文若し

くは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格し

た学生に，主たる研究テーマ及び専門領域に応じて，修士（農学）又は修士（学術）の学

位を授与する。 
１．食品及び生物機能の解明とその活用について，幅広い専門知識等を習得している。 
２．食品生命科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの異分野にお

ける理解力を有し，それらを融合，連携させる応用力と実践力，課題発見能力を有し

ている。 
３．専門分野における研究について，科学者・技術者としての高い倫理観を持って対応

できる。 
４．研究者・高度専門技術者として，研究成果を国内外の学会等で発表するとともに，

論文作成力，プレゼンテーション力を身に付けている。 
 
 
【食品生命科学プログラム 博士課程後期】 

 以下の能力を身につけ，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，博士論文の審

査及び最終試験に合格した学生に，主たる研究テーマ及び専門領域に応じて，博士（農学）

又は博士（学術）の学位を授与する。 
１．食品及び生物機能の解明とその活用について，研究を自立して行うために必要な幅

広い専門知識を習得している。 
２．食品生命科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの学際的視野

と社会実践力を兼ね備え，異分野を融合，連携させた課題発見能力及び問題解決能力

を有している。 
３．専門分野における問題を的確に理解し，科学的な解決方法を策定し，研究を遂行で

きる。 
４．倫理観を伴った論理的思考により研究成果をまとめ，高いコミュニケーション能力

を通してその成果を効果的に発表できる。 
５．自立した研究者・高度専門技術者として研究の成果を国内外の学会や学術誌に発表

できるプレゼンテーション能力や学術論文をまとめる力を身に付けている。 
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【生物資源科学プログラム 博士課程前期】 

 以下の能力を身につけ，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，修士論文若し

くは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格し

た学生に，主たる研究テーマ及び専門領域に応じて，修士（農学）又は修士（学術）の学

位を授与する。 
１．陸域及び水域の生物圏を背景とした持続可能な生物生産と生物資源の活用について，

幅広い専門知識等を習得している。 
２．生物資源科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの異分野にお

ける理解力を有し，それらを融合，連携させる応用力と実践力，課題発見能力を有し

ている。 
３．専門分野における研究について，科学者・技術者としての高い倫理観を持って対応

できる。 
４．研究者・高度専門技術者として，研究成果を国内外の学会等で発表するとともに，

論文作成力，プレゼンテーション力を身に付けている。 
 
 

【生物資源科学プログラム 博士課程後期】 

 以下の能力を身につけ，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，博士論文の審

査及び最終試験に合格した学生に，主たる研究テーマ及び専門領域に応じて，博士（農学）

又は博士（学術）の学位を授与する。 
１．陸域及び水域の生物圏を背景とした持続可能な生物生産と生物資源の活用について，

研究を自立して行うために必要な幅広い専門知識を習得している。 
２．生物資源科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの学際的視野

と社会実践力を兼ね備え，異分野を融合，連携させた課題発見能力及び問題解決能力

を有している。 
３．専門分野における問題を的確に理解し，科学的な解決方法を策定し，研究を遂行で

きる。 
４．倫理観を伴った論理的思考により研究成果をまとめ，高いコミュニケーション能力

を通してその成果を効果的に発表できる。 
５．自立した研究者・高度専門技術者として研究の成果を国内外の学会や学術誌に発表

できるプレゼンテーション能力や学術論文をまとめる力を身に付けている。 
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【生命環境総合科学プログラム 博士課程前期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，修士論文若し

くは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格し

た学生に，主たる研究テーマ及び専門領域に応じて，修士（学術）又は修士（農学）の学

位を授与する。 
１．生命科学と環境科学に係わる事項，特にミクロ系(分子，ゲノム)，複雑系(脳，共生)
及びマクロ系(環境，生態)についての幅広い専門知識・技能を身に付けている。 

２．生命科学や環境科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの異分

野における理解力を有し，それらを融合，連携させる応用力と実践力，課題発見能力

を有している。 
３．生命科学や環境科学に関する理解と洞察を基盤に，学際性・総合性・創造性に基づ

く統合的な視野を活用して２１世紀の「知識基盤社会」に貢献できる能力を有してい

る。 
 
 
【生命環境総合科学プログラム 博士課程後期】 

 以下の能力を身につけ，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，博士論文の審

査及び最終試験に合格した学生に，主たる研究テーマ及び専門領域に応じて，博士（学術）

又は博士（農学）の学位を授与する。 
１．生命科学と環境科学に係わる事項について，特にミクロ系(分子，ゲノム)，複雑系(脳，

共生)及びマクロ系(環境，生態)の高度な専門知識・技能を身に付け，自立して研究を

実践できる能力を有している。 
２．生命科学や環境科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの学際

的視野と社会実践力を兼ね備え，異分野を融合，連携させた課題発見能力及び問題解

決能力を有している。 
３．生命科学や環境科学に関する理解と洞察を基盤に，学際性・総合性・創造性を基盤

とする統合的な視野を活用して２１世紀の「知識基盤社会」をリードしうる能力を有

している。 
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【基礎生物学プログラム 博士課程前期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，修士論文若し

くは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格し

た学生に，修士（理学）又は修士（学術）の学位を授与する。 
１．基礎生物学分野における専門知識，研究能力と専門技術を有している。 
２．基礎生物学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの異分野におけ

る理解力を有し，それらを融合，連携させる応用力と実践力，課題発見能力を有して

いる。 
３．科学的論理性とコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有し，高度

専門職業人及び研究者として国内外での活躍が期待できる。 
 

 
【基礎生物学プログラム 博士課程後期】  

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，博士論文の                                                                                                                             

審査及び最終試験に合格した学生に，博士（理学）又は博士（学術）の学位を授与する。 
１．基礎生物学分野における高度な専門知識，研究能力と専門技術を有している。 
２．基礎生物学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの学際的視野と

社会実践力を兼ね備え，異分野を融合，連携させた課題発見能力及び問題解決能力を

有している。 
３．基礎生物学分野の学術成果を国際的に発信できる能力を有している。 
４．科学的論理性と高度なコミュニケーション・プレゼンテーション能力を有し，かつ，

国際社会に貢献するための，高度な科学的思考力と実務能力を有している。 
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【数理生命科学プログラム 博士課程前期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，修士論文若し

くは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格し

た学生に，修士（理学）又は修士（学術）の学基



【生命医科学プログラム 博士課程前期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，修士論文若し

くは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格し

た学生に，修士（理学）又は修士（学術）の学位を授与する。 
１．生命科学・医科学及びその周辺分野における幅広い学識と知識の応用，分析，評価

ができる能力を有している。 
２．当該専門分野における研究能力及び高度な専門的能力を身に付けている。 
３．生命医科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの異分野におけ

る理解力を有し，それらを融合，連携させる応用力と実践力，課題発見能力を有して

いる。 
 

 
【生命医科学プログラム 博士課程後期】 

 以下の能力を身に付け，かつ，所定の単位数を修得し，研究指導を受け，博士論文の審

査及び最終試験に合格した学生に，博士（理学）又は博士（学術）の学位を授与する。 
１．生命科学，医科学及びその周辺分野における幅広い学識と知識の高度な応用，分析，

評価ができる能力を有している。 
２．国際的な視野に立った学際的な学識を備え，生命科学分野及び医科学分野における

研究を自立して実践できる能力及び高度な専門的能力を身に付けている。 
３．生命医科学分野において，深い専門性とともに，基礎から応用までの学際的視野と

社会実践力を兼ね備え，異分野を融合，連携させた課題発見能力及び問題解決能力を

有している。 
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教育課程の編集方針（カリキュラム・ポリシー） 

 
【統合生命科学研究科 博士課程前期】 

統合生命科学研究科では，ディプロマ・ポリシーに示す目標を学生が達成できるように，

以下の方針で教育課程を編成し，実施する。 
１．大学院共通科目を履修させて，幅広く深い教養と「持続可能な発展を導く科学」の

創出への意欲を育成し，さらに生物学・生命科学関連分野において基盤となる統合的

な能力を涵養するために，研究科共通科目を開設する。 
２．各学位プログラムでの専門的な知識・能力を育成するために，プログラム専門科目

を開設する。 
３．研究指導は，主指導教員と，主指導教員とは異なる専門領域の教員を含む 2 人以上

の副指導教員との複数指導体制とする。副指導教員は他研究科，他大学の教員も可能

とする。 
４．異分野理解，学際性涵養のため，他の学位プログラムの授業科目や融合科目を履修

させるとともに，他研究科や国内外の他大学の授業科目の履修を可能とする。 
５．国際的なコミュニケーション能力育成のため，国際学会での発表力を修得させる。 
６．異分野への発信力，異分野理解力向上のため，分野横断型の修士論文中間発表を開

設する。 
 
【統合生命科学研究科 博士課程後期】 

 統合生命科学研究科では，ディプロマ・ポリシーに示す目標を学生が達成できるように，

以下の方針で教育課程を編成し，実施する。 
１．大学院共通科目を履修させて，幅広く深い教養と「持続可能な発展を導く科学」の

創出への意欲を育成し，さらに社会実践能力，研究倫理などを育成するために研究科

共通科目を開設する。 
２．各学位プログラムでの専門的な知識・能力を育成するために，プログラム専門科目

を開設する。 
３．研究指導は，主指導教員と，主指導教員とは異なる専門領域の教員を含む，２人以

上の副指導教員との複数指導体制とする。副指導教員は，他研究科の教員や，海外を

含む他研究組織の研究者から選出することができる。 
４．異分野理解，学際性涵養のため，副指導教員の所属する研究組織や，最先端の研究

プロジェクトにおいても研究を行う。 
５．社会実践能力育成のため，国内外の他研究組織での研究の実施を支援する。 
６．国際的なコミュニケーション能力を身に付けるため，国際学会での発表を支援する。 
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【生物工学プログラム 博士課程前期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．生物工学分野における専門性を深化させるとともに，複合的な先端的知識を統合す

ることができ，実践力にも優れた人材を養成するための教育を行う。 
２．生物工学科目に加え，基盤となる先端生命科学及び先端物質科学と融合した分野横

断的科目を開設する。 
３．高いコミュニケーション能力を有し，国際的に通用する高度職業人及び研究者とし

て活躍できる人材を養成するための教育を行う。 
 
 
【生物工学プログラム 博士課程後期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．生物工学分野における高度で複合的な知識を身に付けるための教育を行う。 
２．複数の教員が提供する講義や自主的で創造的な研究活動を通じて，先端生命科学を

基盤とする生物工学分野における高度な研究能力と俯瞰力を養成する。 
３．高いコミュニケーション能力を有し，学術成果を国際的に発信し，グローバルな場

面で中心的に活躍できる能力を養成する。 
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【食品生命科学プログラム 博士課程前期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．食品及び生物機能の解明とその利用について，高度な専門知識と専門技術を身に付

けるための科目を開設する。 
２．食品及び生物機能の解明とその利用に関する問題の解決に貢献できる能力を養成す

る科目を開設する。 
３．多様な学生が幅広い生物圏科学領域を学ぶことができる科目を開設する。 
４．国内外の学会や研究会における発表，学術論文，学位論文の執筆を通じ，研究成果

を国際発信できる能力を養成する。 
 
 
【食品生命科学プログラム 博士課程後期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．食品及び生物機能の解明とその利用に関する知識と高度な研究能力と，倫理観を備

えた専門技術を養成する。 
２．食品及び生物機能の解明とその利用に関する問題の解決に貢献できる能力を養成す

る。 
３．自立的に研究の構想，実験の実施，成果のまとめができる力を養い，自ら主体的に

研究を展開することを習得させる。 
４．国内外の学会や研究会における発表，学術論文，学位論文の執筆を通じ，研究成果

を国際的に発信できる能力を養成する。 
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【生物資源科学プログラム 博士課程前期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．陸域及び水域における生物資源の生産と活用に関わる生命現象に関する知識と，倫

理観を持って，研究能力と専門技術を身に付けるための科目を開設する。 
２．生物資源の利用や食料生産の過程に関する問題の解決に貢献できる能力を養成する

科目を開設する。 
３．生物多様性の維持と生物圏環境の保全に関する幅広い生物圏科学領域の知識と研究

能力と，専門技術を養成する科目を開設する。 
４．国内外の学会や研究会における発表，学術論文，学位論文の執筆を通じ，研究成果

を国際発信できる能力を養成する。 
 
 
【生物資源科学プログラム 博士課程後期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．陸域及び水域における生物資源の生産と活用に関わる生命現象に関する知識と高度

な研究能力と，倫理観を備えた専門技術を養成する。 
２．生物資源や食料生産の過程に関する問題の解決に貢献できる能力を養成する。 
３．生物多様性の維持と生物圏環境の保全に関する幅広い生物圏科学領域の知識と高度

な研究能力と，専門技術を養成する。 
４．国内外の学会や研究会における発表，学術論文，学位論文の執筆を通じ，研究成果

を国際的に発信できる能力を養成する。 
 
  

― xv―



【生命環境総合科学プログラム 博士課程前期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．生命科学を統合的に捉えることができる能力を習得する科目を開設する。 
２．生命科学や環境科学の各個別分野に関して特定分野を重点的に学んで深化させると

同時に幅広い知識を習得する科目を開設する。 
３．複数の教員による研究指導により，研究能力や専門的知識・技能を駆使して統合的

な視点で生命環境科学に係わる事項を検証する能力を身に付けさせる。 
 
 

【生命環境総合科学プログラム 博士課程後期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．生命科学を統合的に捉えることができる能力を習得する科目を開設する。 
２．生命科学や環境科学の各個別分野に関して特定分野を重点的に学んで深化させると

同時に幅広い知識を習得する科目を開設する。 
３．異分野の教員を含む複数の指導教員による研究指導により，研究能力や専門的知識・

技能を高度に駆使して統合的な視点で生命環境科学に係わる事項を検証する能力を身

に付けさせる。 
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【基礎生物学プログラム 博士課程前期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．基礎生物学分野に関連する専門的な科目を開設し，基礎生物学分野に関する知識と

研究能力，専門技術を有する人材を育成するための教育を行う。 
２．演習や研究指導を通じ，研究遂行能力に優れた人材を養成するための教育を行う。 
３．国内外の学会や研究会に学生を積極的に派遣するとともに，プレゼンテーション能

力を身につけるための科目を開設する。 
 
 
【基礎生物学プログラム 博士課程後期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．基礎生物学分野に関連する専門性の高い科目を開設し，基礎生物学分野に関する高

度で複合的な知識と研究能力，専門技術を有する人材を育成するための教育を行う。 
２．学生の自主的で創造的な発想に基づく研究活動，教員や共同研究者との議論，また

複数の教員による指導を通して，高度な研究能力と俯瞰力を養成する。 
３．演習や研究指導を通じ，研究遂行能力に優れた人材を養成するための教育を行う。 
４．国内外の学会や研究会における発表，学術論文，学位論文の執筆を通じ，研究成果

を国際的に発信できる能力を養成する。 
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【数理生命科学プログラム 博士課程前期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．数理科学・分子科学・生命科学の各分野と分野間融合に関連する専門的な科目を開

設し，これらの分野に関する知識と研究能力，専門的能力を有する人材を育成するた

めの教育を行う。 
２．数理科学・分子科学・生命科学の各分野と分野間融合に関連する演習や実験・理論

の研究を通じ，実践力にも優れた人材を養成するための教育を行う。 
３．国内外の学会や研究会に学生を積極的に派遣し，国際的なコミュニケーション能力

を身につけるための科目を開設する。 
４．グローバルな視野を持って思考して常に平和を希求し，自主的，積極的に対応でき

る能力を獲得させるために，生涯において自己研鑽する姿勢を習得する教育を行う。 
 
 
【数理生命科学プログラム 博士課程後期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．数理科学・分子科学・生命科学の各分野と分野間融合に関連する専門的な科目を開

設し，これらの分野に関する知識と研究能力，専門的能力を有する人材を育成するた

めの教育を行う。 
２．数理科学・分子科学・生命科学の各分野あるいは融合分野における研究を自立して

実践する能力及び高度な専門的能力を習得する教育を行う。 
３．学生の自主的で創造的な発想に基づく研究活動，教員や共同研究者との議論，また

複数の教員による指導を通して，高度な研究能力と俯瞰力を養成する。 
４．国内外の学会や研究会における発表，学術論文，学位論文の執筆を通じ，研究成果

を国際的に発信できる能力を養成する。 
５．グローバルな視野を持って思考して常に平和を希求し，自主的，積極的に対応でき

る能力を獲得させるために，生涯において自己研鑽する姿勢を習得する教育を行う。 
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【生命医科学プログラム 博士課程前期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．生命科学，医科学分野における学士課程教育によって習得した能力を発展させ，生

命科学，医科学及びその周辺分野における研究能力及び専門的能力を養成する教育を

行う。 
２．人類の健康長寿を意識しながら学際的生命科学領域*を体系的に学ぶことで，将来の

生命科学分野及び医科学分野を牽引できる人材を養成するための教育を行う。 
３．グローバルな視野を持って常に人類の健康と長寿を希求し，生涯において自己研鑽

できる人材を養成するための教育を行う。 
 

*学際的生命科学領域とは，医学，歯学，薬学，理学，工学，農学を含む。 
 
 
【生命医科学プログラム 博士課程後期】 

 ディプロマ・ポリシーに基づき，以下の方針のもとに教育課程を編成し，実施する。 
１．国際的視野に立った学際的な学識を備え，生命科学，医科学及びその周辺分野にお

ける研究を自立して実践する能力及び高度な専門的能力を習得する教育を行う。 
２．人類の健康長寿を意識しながら学際的生命科学領域*を体系的に学ぶことで，将来の

生命科学分野及び医科学分野を牽引できる人材を養成するための教育を行う。 
３．グローバルな視野を持って常に人類の健康と長寿を希求し，生涯において自己研鑽

できる人材を養成するための教育を行う。 
 

*学際的生命科学領域とは，医学，歯学，薬学，理学，工学，農学を含む。 
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博士課





１．広島大学大学院統合生命科学研究科細則 

 

 

 (趣旨) 

第 1条 この細則は，広島大学大学院規則(平成 20年 1月 15日規則第 2号。以下「大学院規

則」という。)に定めるもののほか，広島大学大学院統合生命科学研究科(以下「研究科」

という。)の学生の修学に関し，必要な事項を定めるものとする。 

(教育研究上の目的) 

第 2条 研究科は，発展・変革し続ける生物学・生命科学系の研究領域に迅速に適応し，他

の研究分野とも柔軟に融合・連携しながら，イノベーションを創出し，基礎から応用まで，

幅広い分野に対する理解と高い専門性を身につけ，グローバル社会における様々な諸課題

を解決できる研究者，高度専門職業人及び教育者を養成するとともに，生物学・生命科学

に関連する研究領域において，他の研究分野とも柔軟に融合・連携しながら持続可能な発

展を導く科学を創出し，グローバル社会における様々な諸課題を解決するため，次の各号

の能力を習得させることを目的とする。 

 (1) 基礎生物学，数理科学，分子科学，生物機能学，環境科学，生物資源科学，生物生産

科学，食品科学，生物工学，医科学及びこれらの関連分野や融合分野における研究能力

と専門技術 

 (2) 前号の研究領域において，高い専門性とともに，基礎から応用までの異分野に対する

理解力を有し，それらを融合・連携させる応用力，実践力及び課題発見能力 

 (3) 科学的論理性と研究倫理の理解力，異分野への情報発信能力及び国際的・学際的なコ

ミュニケーション能力 

(学位プログラム) 

第 3条 統合生命科学専攻に次の各号の学位プログラムを置く。 

 (1) 生物工学プログラム 

 (2) 食品生命科学プログラム 

 (3) 生物資源科学プログラム 

 (4) 生命環境総合科学プログラム 

 (5) 基礎生物学プログラム 

 (6) 数理生命科学プログラム 

 (7) 生命医科学プログラム 

2 学生は，前項に掲げる学位プログラムのうち，いずれか一つを専攻するものとする。 

(教育課程) 

第 4条 研究科の教育課程は，別表第 1のとおりとする。 
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 (授業科目等） 

第 5条 研究科において開設する授業科目及びその単位数は，別表第 2のとおりとする。 

2 授業時間割表は，学年の始めに発表する。 

(単位数の計算基準) 

第 6条 授業科目の単位数の計算は，次の基準による。 

(1) 講義は，15時間の授業をもっࠀ



第 11条 長期にわたる教育課程の履修については，広島大学長期履修の取扱いに関する細則

(平成 16年 4月 1日副学長(教育・学生担当)決裁)の定めるところにより取り扱う。 

2 長期履修の期間の最長年限は，博士課程前期にあっては 4年，博士課程後期にあっては 6

年とする。 

(入学前の既修得単位の認定) 

第 12条 研究科は，教育上有益と認めるときは，研究科に入学する前に大学院(外国の大学

院を含む。)において履修した授業科目について修得した単位(科目等履修生として修得し

た単位を含む。)を，研究科における授業科目の履修により修得したものとみなすことがで

きる。 

2 前項の規定により修得したものとみなすことのできる単位数は，転学の場合を除き，研究

科において修得した単位(科目等履修生として修得した単位を含む。)以外のものについて

は，10単位を超えないものとする。 

3 前 2項の規定による既修得単位の認定は，広島大学既修得単位等の認定に関する細則(平

成 16年 4月 1日副学長(教育・学生担当)決裁)の定めるところによる。 

(教員免許) 

第 13条 学生は，教育職員免許法(昭和 24年法律第 147号)及び教育職員免許法施行規則(昭

和 29年文部省令第 26号)に定める所定の授業科目の単位を修得したときは，次の表に掲げ

る免許状及び免許教科の種類に応じ，教育職員の普通免許状の授与を受ける所要資格を得

ることができる。 

免許状の種類 免許教科の種類 

高等学校教諭専修免許状 数学，理科，工業 

中学校教諭専修免許状 数学，理科 

2 前項の授業科目及びその履修方法等については，別に定める。 

(博士課程前期の修了要件) 

第 14条 博士課程前期の修了の要件は，当該課程に 2年以上在学し，別表第 1に定める授業

科目を履修の上 30単位以上修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士論文を在学期

間中に提出してその審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関して

は，教授会の議を経て研究科長が優れた業績を上げたと認める者については，当該課程に

1年以上在学すれば足りるものとする。 

2 前項の規定にかかわらず，大学院規則第 25条の 2第 1項に定める博士課程リーダー育成

プログラムを履修する者は，修士論文の審査及び最終試験に合格することに代えて，次に

掲げる試験及び審査に合格することとすることができる。 

(1) 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の

基礎的素養であって当該博士課程前期において修得し，又は涵養すべきものについての

試験 
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(2) 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該博士課程前

期において修得すべきものについての審査 

(博士課程後期の修了要件) 

第 15条 博士課程後期の修了の要件は，当該課程に 3年以上在学し，別表に定める授業科目

を履修の上 20単位以上修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文を在学期間中

に提出してその審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，

教授会の議を経て研究科長が優れた研究業績を上げたと認める者については，当該課程に

1年(2年未満の在学期間をもって修士課程又は博士課程前期を修了した者にあっては，当

該在学期間を含めて 3年)以上在学すれば足りるものとする。 

(学位論文の提出) 

第 16条 博士課程前期の学生は，別に定める期日までに，指導教員の承認を得て修士論文題

目届及び修士論文を研究科長に提出しなければならない。 

第 17条 博士課程後期の学生は，別に定める期日までに，指導教員の承認を得て博士論文を

研究科長に提出しなければならない。 

(学位論文の審査) 

第 18条 学位論文の審査については，広島大学学位規則(平成 16年 4月 1日規則第 8号)及

び広島大学学位規則統合生命科学研究科内規(平成31年4月1日研究科長決裁)の定めると

ころによる。 

(最終試験) 

第 19条 博士課程前期及び博士課程後期の最終試験は，所定の単位を修得し，かつ，必要な

研究指導を受けた上，所定の学位論文を提出した者について行う。 

2 最終試験の期日及び方法は，あらかじめ発表する。 

 (休学) 

第 20条 学生が休学しようとするときは，所定の手続を行い，研究科長の許可を得なければ

ならない。 

 (退学) 

第 21条 学生が退学しようとするときは，所定の手続を行い，学長の許可を得なければなら

ない。 

 (転学) 

第 22条 学生が他の大学院に転学しようとするときは，所定の手続を行い，学長に願い出な

ければならない。 

 (再入学) 

第 23条 博士課程前期又は博士課程後期を退学した者で再入学を志願するものは，学年の始

めに限り教授会の議を経て，学長に願い出ることができる。この場合において，再入学し

た者の修業年限及び在学年限については，別に定める。 

 （学位プログラムの変更） 
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第 24条 学生が専攻する学位プログラムの変更を希望するときは，教授会の議を経て，研究

科長の許可を得なければならない。 

(雑則) 

第 25条 この細則に定めるもののほか，学生の修学に関し必要な事項は，教授会の議を経て

別に定める。 

附 則 

 この細則は，平成 31年 4月 1日から施行する。 
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２．履修手続について 

 
 広島大学大学院統合生命科学研究科細則（第 7 条）に基づき，下記により手続を行ってください。 
 
(1) 履修 ಟಟಟಟಟ

ಟ

ಟ











 
 
 
 

博





別表第１（細則第４条関係）

生物工学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2

生命科学研究法 1 2

生物工学演習 1～2 2

生物工学特別演習Ａ 1 2

生物工学特別演習Ｂ 1 2

生物工学特別研究 1～2 4

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2 1
Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2 1

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2 1

ダイバーシティの理解 1・2 1

データリテラシー 1・2 1

医療情報リテラシー 1・2 1

人文社会系キャリアマネジメント 1・2 2

理工系キャリアマネジメント 1・2 2

ストレスマネジメント 1・2 2

生命科学社会実装論 1 2

科学技術英語表現法 2 2

コミュニケーション能力開発 1 2

海外学術活動演習 1・2 2

統合ゲノム科学Ａ 1・2 2

統合ゲノム科学Ｂ 1・2 2

細胞機能科学Ａ 1・2 2

細胞機能科学Ｂ 1・2 2

生命機能工学Ａ 1・2 2

生命機能工学Ｂ 1・2 2

環境バイオテクノロジーＡ 1・2 2

環境バイオテクノロジーＢ 1・2 2

ナノバイオ融合マテリアル工学 1・2 2

複合センシング工学 1・2 2

生命科学概論 1・2 2

物質科学概論 1・2 2

エレクトロニクス概論 1・2 2

生物工学特別講義Ａ 1・2 1

生物工学特別講義Ｂ 1・2 1

生物工学特別講義Ｃ 1・2 1

生物工学特別講義Ｄ 1・2 1

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　1～2：1年次から2年次で履修，　1・2：履修年次を問わない

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

選
択
必
修
科
目

自
由
科
目

6
単
位
以
上

研 究 科
共 通 科 目

2
単
位
以
上

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上

キ

ャ
リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

５．授業科目と履修方法について

研 究 科

共 通 科 目

プログラム
専 門 科 目

14
単
位

必
修
科
目

履修区分 授業科目の名称 配当年次 履修方法及び修了要件単位数

○履修方法

１ 必修科目

研究科共通科目 ４単位

プログラム専門科目 １０単位

２ 選択必修科目

大学院共通科目

持続可能な発展科目 １単位以上

キャリア開発・データリテラシー科目

１単位以上

研究科共通科目 ２単位以上

プログラム専門科目 ６単位以上

３ 選択科目

他プログラム及び他研究科専門科目

６単位以上

（履修に当たっては，指導教員グループに

相談の上，履修科目を決定する。）

○修了要件

１ 必修科目 １４単位

選択必修科目 １０単位以上

選択科目 ６単位以上

合 計 ３０単位以上

２ 研究指導

３ 修士論文

若しくは

所定の基準による研究成果の審査及び最終

試験 又は 博士論文研究基礎力審査

に合格すること

◎自由科目について

自由科目は，修了要件上のプログラム専門科目や

他プログラム専門科目に加えることができないこ

とに注意すること。なお，教育職員免許状を取得

する場合，生物工学特別講義Ａ～Ｄは工業の「教

科及び教科の指導法に関する科目」として，専修

免許状に必要な修得単位数に加えることができる。
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食品生命科学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2

生命科学研究法 1 2

食品生命科学特別演習Ａ 1 2

食品生命科学特別演習Ｂ 1 2

食品生命科学特別研究 1～2 4

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2 1
Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2 1

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2 1

ダイバーシティの理解 1・2 1

データリテラシー 1・2 1

医療情報リテラシー 1・2 1

人文社会系キャリアマネジメント 1・2 2

理工系キャリアマネジメント 1・2 2

ストレスマネジメント 1・2 2

生命科学社会実装論 1 2

科学技術英語表現法 2 2

コミュニケーション能力開発 1 2

海外学術活動演習 1・2 2

食品物理工学Ⅰ 1・2 2

食品物理工学Ⅱ 1・2 2

生理活性天然物化学Ⅰ 1・2 2

生理活性天然物化学Ⅱ 1・2 2

食品衛生微生物学Ⅰ 1・2 2

食品衛生微生物学Ⅱ 1・2 2

応用動物生命科学Ⅰ 1・2 2

応用動物生命科学Ⅱ 1・2 2

食品栄養機能学Ⅰ 1・2 2

食品栄養機能学Ⅱ 1・2 2

応用分子細胞生物学Ⅰ 1・2 2

応用分子細胞生物学Ⅱ 1・2 2

食料資源経済学 1・2 2

応用環境生命科学 1・2 2

生物圏多文化セミナーＡ 1・2 2

醸造資源開発学 1・2 2

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　1～2：1年次から2年次で履修，　1・2：履修年次を問わない

単位数科目区分 授業科目の名称 配当年次 履修方法及び修了要件

選
択
必
修
科
目

8
単
位
以
上

研 究 科
共 通 科 目

2
単
位
以
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

必
修
科
目

研 究 科
共 通 科 目

12
単
位プログラム

専 門 科 目

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上

キ

ャ
リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

○履修方法

１ 必修科目

研究科共通科目 ４単位

プログラム専門科目 ８単位

２ 選択必修科目

大学院共通科目

持続可能な発展科目 １単位以上

キャリア開発・データリテラシー科目

１単位以上

研究科共通科目 ２単位以上

プログラム専門科目 ８単位以上

３ 選択科目

他プログラム及び他研究科専門科目

６単位以上

（自由科目は除く。履修に当たっては，指導

教員グループに相談の上，履修科目を決定

する。）

○修了要件

１ 必修科目 １２単位

選択必修科目 １２単位以上

選択科目 ６単位以上

合 計 ３０単位以上

２ 研究指導

３ 修士論文

若しくは

所定の基準による研究成果の審査及び最終

試験 又は 博士論文研究基礎力審査

に合格すること
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生物資源科学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2

生命科学研究法 1 2

生物資源科学特別演習Ａ 1 2

生物資源科学特別演習Ｂ 1 2

生物資源科学特別研究 1～2 4

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2 1
Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2 1

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2 1

ダイバーシティの理解 1・2 1

データリテラシー 1・2 1

医療情報リテラシー 1・2 1

人文社会系キャリアマネジメント 1・2 2

理工系キャリアマネジメント 1・2 2

ストレスマネジメント 1・2 2

生命科学社会実装論 1 2

科学技術英語表現法 2 2

コミュニケーション能力開発 1 2

海外学術活動演習 1・2 2

水産資源管理学Ⅰ 1・2 2

水産資源管理学Ⅱ 1・2 2

水産増殖学Ⅰ 1・2 2

水産増殖学Ⅱ 1・2 2

水族生態学Ⅰ 1・2 2

水族生態学Ⅱ 1・2 2

水産生物海洋学Ⅰ 1・2 2

水産生物海洋学Ⅱ 1・2 2

植物生産機能学Ⅰ 1・2 2

植物生産機能学Ⅱ 1・2 2

家畜生産機能学Ⅰ 1・2 2

家畜生産機能学Ⅱ 1・2 2

家畜飼養管理学Ⅰ 1・2 2

家畜飼養管理学Ⅱ 1・2 2

陸域生物圏フィールド科学Ⅰ 1・2 2

陸域生物圏フィールド科学Ⅱ 1・2 2

生物圏多文化セミナーＡ 1・2 2

応用動物生命科学Ⅰ 1・2 2

大気水圏化学 1・2 2

環境植物共生学 1・2 2

生態系循環論 1・2 2

単位数

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　1～2：1年次から2年次で履修，　1・2：履修年次を問わない

2
単
位
以
上

科目区分 授業科目の名称 配当年次

8
単
位
以
上

選
択
必
修
科
目

履修方法及び修了要件

必
修
科
目

研 究 科
共 通 科 目

12
単
位プログラム

専 門 科 目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

1
単
位
以
上

研 究 科
共 通 科 目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

1
単
位
以
上

大
学
院
共
通
科
目

キ

ャ
リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

○履修方法

１ 必修科目

研究科共通科目 ４単位

プログラム専門科目 ８単位

２ 選択必修科目

大学院共通科目

持続可能な発展科目 １単位以上

キャリア開発・データリテラシー科目

１単位以上

研究科共通科目 ２単位以上

プログラム専門科目 ８単位以上

３ 選択科目

他プログラム及び他研究科専門科目

６単位以上

（自由科目は除く。履修に当たっては，指導

教員グループに相談の上，履修科目を決定

する。）

○修了要件

１ 必修科目 １２単位

選択必修科目 １２単位以上

選択科目 ６単位以上

合 計 ３０単位以上

２ 研究指導

３ 修士論文

若しくは

所定の基準による研究成果の審査及び最終

試験 又は 博士論文研究基礎力審査

に合格すること
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生命環境総合科学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2

生命科学研究法 1 2

総合科学系演習Ⅰ 1・2 1

生命環境総合科学特別演習Ａ 1 2

生命環境総合科学特別演習Ｂ 1 2

生命環境総合科学特別研究 1～2 4

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2 1
Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2 1

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health

1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2 1

ダイバーシティの理解 1・2 1

データリテラシー 1・2 1

医療情報リテラシー 1・2 1

人文社会系キャリアマネジメント 1・2 2

理工系キャリアマネジメント 1・2 2

ストレスマネジメント 1・2 2

生命科学社会実装論 1 2

科学技術英語表現法 2 2

コミュニケーション能力開発 1 2

海外学術活動演習 1・2 2

総合科学系概論 1・2 2

環境機能化学 1・2 2

生命機能化学 1・2 2

先端的神経細胞科学 1・2 2

進化生命環境学 1・2 2

大気水圏化学 1・2 2

環境植物共生学 1・2 2

生物多様性科学（環境科学入門） 1・2 2

生態系循環論 1・2 2

植物生産機能学Ⅰ 1・2 2

植物生産機能学Ⅱ 1・2 2

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　1～2：1年次から2年次で履修，　1・2：履修年次を問わない

科目区分 授業科目の名称 配当年次 履修方法及び修了要件

必
修
科
目

研 究 科

共 通 科 目

13
単
位プログラム

専 門 科 目

単位数

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

1
単
位
以
上

研 究 科
共 通 科 目

2
単
位
以
上

選
択
必
修
科
目

7
単
位
以
上

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

1
単
位
以
上

キ

ャ
リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

○履修方法

１ 必修科目

研究科共通科目 ４単位

プログラム専門科目 ９単位

２ 選択必修科目

大学院共通科目

持続可能な発展科目 １単位以上

キャリア開発・データリテラシー科目

１単位以上

研究科共通科目 ２単位以上

プログラム専門科目 ７単位以上

３ 選択科目

他プログラム及び他研究科専門科目

６単位以上

（自由科目は除く。履修に当たっては，指導

教員グループに相談の上，履修科目を決定

する。）

○修了要件

１ 必修科目 １３単位

選択必修科目 １１単位以上

選択科目 ６単位以上

合 計 ３０単位以上

２ 研究指導

３ 修士論文

若しくは

所定の基準による研究成果の審査及び最終

試験 又は 博士論文研究基礎力審査

に合格すること
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基礎生物学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2

生命科学研究法 1 2

先端基礎生物学研究演習Ａ 1 1

先端基礎生物学研究演習Ｂ 1 1

基礎生物学特別演習Ａ 1 2

基礎生物学特別演習Ｂ 1 2

基礎生物学特別研究 1～2 4

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2 1
Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace

1・2 1

Japanese Experience of Human Development-Culture,
Education, and Health 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2 1

ダイバーシティの理解 1・2 1

データリテラシー 1・2 1

医療情報リテラシー 1・2 1

人文社会系キャリアマネジメント 1・2 2

理工系キャリアマネジメント 1・2 2

ストレスマネジメント 1・2 2

生命科学社会実装論 1 2

科学技術英語表現法 2 2

コミュニケーション能力開発 1 2

海外学術活動演習 1・2 2

細胞生命学特論　（*） 1・2 2

セルダイナミクス・ゲノミクス学特論　（*） 1・2 2

統合生殖科学特論　（*） 1・2 2

自然史学特論　（*） 1・2 2

分子生理学特論　（*） 1・2 2

先端基礎生物学研究演習Ｃ 2 1

先端基礎生物学研究演習Ｄ 2 1

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　1～2：1年次から2年次で履修，　1・2：履修年次を問わない

単位数科目区分 授業科目の名称 配当年次

必
修
科
目

研 究 科
共 通 科 目

プログラム
専 門 科 目

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

4
単
位
以
上

選
択
必
修
科
目

研 究 科
共 通 科 目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

キ

ャ
リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

6
単
位
以
上

履修方法及び修了要件

14
単
位

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上

2
単
位
以
上

2
単
位

○履修方法

１ 必修科目

研究科共通科目 ４単位

プログラム専門科目 １０単位

２ 選択必修科目

大学院共通科目

持続可能な発展科目 １単位以上

キャリア開発・データリテラシー科目

１単位以上

研究科共通科目 ２単位以上

プログラム専門科目 ６単位以上

（科目名称後に（*）のついた科目から

４単位以上）

３ 選択科目

他プログラム及び他研究科専門科目

６単位以上

（自由科目は除く。履修に当たっては，指導

教員グループに相談の上，履修科目を決定

する。）

○修了要件

１ 必修科目 １４単位

選択必修科目 １０単位以上

選択科目 ６単位以上

合 計 ３０単位以上

２ 研究指導

３ 修士論文

若しくは

所定の基準による研究成果の審査及び最終

試験 又は 博士論文研究基礎力審査

に合格すること
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数理生命科学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2
生命科学研究法 1 2

数理計算理学概論 1 2

生命理学概論 1 2

数理生命科学特別研究 1～2 4
Hiroshimaから世界平和を考える 1・2 1
Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2 1

Japanese Experience of Human Development-Culture,
Education, and Health

1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2 1
SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2 1
ダイバーシティの理解 1・2 1
データリテラシー 1・2 1
医療情報リテラシー 1・2 1
人文社会系キャリアマネジメント 1・2 2
理工系キャリアマネジメント 1・2 2
ストレスマネジメント 1・2 2
生命科学社会実装論 1 2
科学技術英語表現法 2 2

コミュニケーション能力開発 1 2

海外学術活動演習 1・2 2
数理計算理学特別演習Ａ 1 2
数理計算理学特別演習Ｂ 1 2
生命理学特別演習Ａ 1 2
生命理学特別演習Ｂ 1 2
数理モデリングＡ 1・2 2
数理モデリングＢ 1・2 2
数理モデリングＣ 1・2 2
数理モデリングＤ 1・2 2
計算数理科学Ａ 1・2 2
計算数理科学Ｂ 1・2 2

数理生物学 1・2 2

応用数理学Ａ 1・2 2
応用数理学Ｂ 1・2 2
大規模計算・データ科学 1・2 2
分子遺伝学 1・2 2
分子形質発現学Ａ 1・2 2
分子形質発現学Ｂ 1・2 2
遺伝子化学Ａ 1・2 2
遺伝子化学Ｂ 1・2 2
分子生物物理学 1・2 2
プロテオミクス 1・2 2
プロテオミクス実験法・同実習 1・2 2
生物化学Ａ 1・2 2
生物化学Ｂ 1・2 2
自己組織化学Ａ 1・2 2
自己組織化学Ｂ 1・2 2
数理生命科学特別講義Ａ 1・2 1
数理生命科学特別講義Ｂ 1・2 1
数理生命科学特別講義Ｃ 1・2 1
数理生命科学特別講義Ｄ 1・2 1
数理計算理学特論Ａ 1・2 2

数理計算理学特論Ｂ 1・2 2

数理計算理学特論Ｃ 1・2 2

数理計算理学特論Ｄ 1・2 2

生命理学特論Ａ 1・2 2

生命理学特論Ｂ 1・2 2

生命理学特論Ｃ 1・2 2

生命理学特論Ｄ 1・2 2
※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　1～2：1年次から2年次で履修，　1・2：履修年次を問わない

単位数科目区分 授業科目の名称 配当年次

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

研 究 科
共 通 科 目

必
修
科
目

研 究 科
共 通 科 目

プログラム
専 門 科 目

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

選
択
必
修
科
目

自
由
科
目

4
単
位
以
上

キ

ャ
リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ

シ
ー

科
目

履修方法及び修了要件

12
単
位

1
単
位
以
上

4
単
位

1
単
位
以
上

2
単
位
以
上

8
単
位
以
上

○履修方法

１ 必修科目

研究科共通科目 ４単位

プログラム専門科目 ８単位

２ 選択必修科目

大学院共通科目

持続可能な発展科目 １単位以上

キャリア開発・データリテラシー科目

１単位以上

研究科共通科目 ２単位以上

プログラム専門科目 ８単位以上

（数理計算理学特別演習Ａ・Ｂ

又は 生命理学特別演習Ａ・Ｂ

の４単位を含む）

３ 選択科目

他プログラム及び他研究科専門科目

６単位以上

（履修に当たっては，指導教員グループに

相談の上，履修科目を決定する。）

○修了要件

１ 必修科目 １２単位

選択必修科目 １２単位以上

選択科目 ６単位以上

合 計 ３０単位以上

２ 研究指導

３ 修士論文

若しくは

所定の基準による研究成果の審査及び最終

試験 又は 博士論文研究基礎力審査

に合格すること

◎自由科目について

自由科目は，修了要件上のプログラム専門科目や

他プログラム専門科目に加えることができないこ

とに注意すること。なお，教育職員免許状を取得

する場合，数理計算理学特論Ａ～Ｄは数学，生命

理学特論Ａ～Ｄは理科の「教科及び教科の指導法

に関する科目」として，それぞれの教科の専修免

許状に必要な修得単位数に加えることができる。
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生命医科学プログラム　（博士課程前期）

統合生命科学特別講義 1 2

生命科学研究法 1 2

生命医科学セミナーＡ 1 1

生命医科学セミナーＢ 2 1

先端生命技術概論 1 2

疾患モデル生物概論 1 2

生命医科学特別演習Ａ 1 2

生命医科学特別演習Ｂ 1 2

生命医科学特別研究 1～2 4

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2 1
Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2 1

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2 1

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2 1

ダイバーシティの理解 1・2 1

データリテラシー 1・2 1

医療情報リテラシー 1・2 1

人文社会系キャリアマネジメント 1・2 2

理工系キャリアマネジメント 1・2 2

ストレスマネジメント 1・2 2

生命科学社会実装論 1 2

科学技術英語表現法 2 2

コミュニケーション能力開発 1 2

海外学術活動演習 1・2 2

細胞生命学特論 1・2 2

セルダイナミクス・ゲノミクス学特論 1・2 2

先端的神経細胞科学 1・2 2

細胞機能科学Ａ 1・2 2

細胞機能科学Ｂ 1・2 2

数理生物学 1・2 2

遺伝子化学Ａ 1・2 2

食品栄養機能学Ⅰ 1・2 2

食品衛生微生物学Ⅰ 1・2 2

応用動物生命科学Ⅰ 1・2 2

応用分子細胞生物学Ⅰ 1・2 2

家畜生産機能学Ⅰ 1・2 2

人体の構造 1 2

人体の機能 1 2

病因病態学 1 2

生体防御学 1 1

総合薬理学 1 1

医療政策・国際保健概論 1 1

予防医学・健康指導特論Ａ 1 1

予防医学・健康指導特論Ｂ 1 1

生命・医療倫理学Ａ 1 1

生物統計学・臨床統計学基礎論 1 1
※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　1～2：1年次から2年次で履修，　1・2：履修年次を問わない

科目区分 授業科目の名称 配当年次

選
択
必
修
科
目

履修方法及び修了要件

必
修
科
目

研 究 科
共通科目

18
単
位

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

1
単
位
以
上

単位数

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

研
究
基
盤
科
目

研
究
実
践

科
目

2
単
位
以
上

4
単
位
以
上

4
単
位
以
上

1
単
位
以
上

生
命
科
学
科
目

研 究 科
共 通 科 目

医
科
学
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

キ

ャ
リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

○履修方法

１ 必修科目

研究科共通科目 ４単位

プログラム専門科目 １４単位

２ 選択必修科目

大学院共通科目

持続可能な発展科目 １単位以上

キャリア開発・データリテラシー科目

１単位以上

研究科共通科目 ２単位以上

プログラム専門科目

生命科学科目 ４単位以上

医科学科目 ４単位以上

○修了要件

１ 必修科目 １８単位

選択必修科目 １２単位以上

合 計 ３０単位以上

２ 研究指導

３ 修士論文

若しくは

所定の基準による研究成果の審査及び最終

試験 又は 博士論文研究基礎力審査

に合格すること
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６．履修上の注意（博士課程前期） 

 

(1) 海外学術活動演習 

内 容 等: 目的に沿った海外学術活動，海外研究者との共同研究を実施した場合に，申請

することができる。  

 

(目的)  

国際的視野，グローバルコミュニケーション能力向上のため，海外での学術活動や海外

研究者との共同研究を行う。国際的なシンポジウムや国際会議での外国語による発表，海

外学術機関，又は民間企業における短期の学術研修，海外からの研究者との外国語による

共同研究等を対象とする。 

 

評 価:単位認定申請書に基づき，各プログラムで成績を評価する。 

 

提出書類等: 

１．単位認定申請書(学生便覧 28 頁) 

２．海外学術活動報告書 

３．学会要旨等，参考となるもの 

 

実施手順: 

１．主指導教員と相談の上，国際学会等での発表，海外での学術活動や国内での海外研究

者との共同研究等を実施する。 

２．学術活動や研究は，正規の授業などに差し障りのない範囲で実施する。実施期間は原

則 2 日以上とする。 

３．学会や学術活動・研究等の日程，実施場所，相手機関名，相手研究者の所属・氏名，

内容，主指導教員による評価（発表内容，ディスカッションの内容，学術活動や研究の

目的，目的達成度，得られた成果等）等，必要事項を記載した報告書とともに提出する。 

４．指導教員，副指導教員等が内容と成果を客観的に評価し，国際化に資するレベルに達

している場合はその到達度に応じて成績評価をおこなう。成績は，本演習の担当教員の

下で認定する。 

 

 

― 18―







  
  

 

（
注

）
　

「
修

士
論

文
の

学
術

情
報

リ
ポ

ジ
ト

リ
登

録
希

望
者

」
の

み
提

出
の

こ
と

　

修
士

論
文

題
目

提
出

※
書

類
の

提
出

●
修

士
論

文
要

旨
提

出
●

修
士

論
文

提
出

●
修

士
の

学
位

論
文

の
提

出
に

係
る

確
認

書
●

特
許

制
度

に
関

す
る

申
請

（
必

要
者

の
み

）

修 士 論 文 発 表 会

・
修

士
論

文
審

査
/
最

終
試

験
結

果
報

告
書

提
出

・
【
早

期
修

了
希

望
者

】に
つ

い
て

は
早

期
修

了
審

査
判

定
結

果
報

告
書

提
出

〆
切

1
0
月

1
5
日

〆
切

2
月

2
3
日

〆
切

2
月

2
3
日

学
生《
4
月

入
学

3
月

修
了

》

2
月

中
旬

特
許

制
度

に
関

す
る

申
請

（
必

要
者

の
み

）

中 間 発 表 会

・
審

査
委

員
の

推
薦

※
修

士
論

文
題

目
届

で
提

出
・
【
早

期
修

了
希

望
者

】は
早

期
修

了
申

請
・指

導
教

員
所

見
提

出

提
出

後
の



  
  

 

（
注

）
　

「
修

士
論

文
の

学
術

情
報

リ
ポ

ジ
ト

リ
登

録
希

望
者

」
の

み
提

出
の

こ
と

　

修
士

論
文

題
目

提
出

※
書

類
の

提
出

●
修

士
論

文
要

旨
提

出
●

修
士

論
文

提
出

●
修

士
の

学
位

論
文

の
提

出
に

係
る

確
認

書
●

特
許

制
度

に
関

す
る

申
請

（
必

要
者

の
み

）

修 士 論 文 発 表 会

・
修

士
論

文
審

査
/
最

終
試

験
結

果
報

告
書

提
出

・
【
早

期
修

了
希

望
者

】に
つ

い
て

は
早

期
修

了
審

査
判

定
結

果
報

告
書

提
出

〆
切

4
月

1
5
日

〆
切

8
月

2
3
日

〆
切

8
月

2
3
日

学
生



 修士論文等の提出について（作成要領） 
 

（2019.4.1 制定） 
 
１．修士論文要旨（修士論文発表会レジメ）の提出について 
（１） 提出〆切：３月修了予定者 １月２５日 午後５時 
         ９月修了予定者 ７月２５日 午後５時 
（２） 提出場所：所属するプログラムを担当する支援室(大学院課程担当等) 
（３） 提出部数：１部 
（４） 作成方法： 

① 所定の用紙（Ａ４判用紙２枚以内（縦位置左横書き））を統合生命科学研究科ホームペ

ージからダウンロードし，ワープロ等で記入（貼付可）する。（片面印刷とし，ページ

番号は記入しないこと。） 
 ② 記述内容は自由形式とし，プログラム毎に規定する。 

③ 特許申請等のため公開発表が難しい場合は予め申し出る。 
④ 提出された要旨はそのまま修士論文発表会要旨集として印刷するため，図版を入れる

場合は，印刷しても鮮明にわかるようなものにする。 
※ 既に提出した「修士論文題目届」から題目の変更がある場合は，必ず申し出ること。 
※ 修士論文（仮綴版）と併せて審査委員にも要旨を提出する場合は，上記とは別に用意

すること。（委員に提出する要旨は，両面印刷でも可。） 
 
２．修士論文（仮綴版）の提出について 
（１） 提出〆切：３月修了予定者 １月２５日 午後５時 
         ９月修了予定者 ７月２５日 午後５時 
（２） 提出場所：所属するプログラムを担当する支援室(大学院課程担当等) 
（３） 提出部数：審査委員の人数分 
（４） 作成方法： 

① 論文の様式は，Ａ４判用紙（縦位置左横書き）を用いる。 
② 表紙及び標題紙等は別紙１－１，別紙１－２の要領で作成すること。（背表紙はなしで

も可。） 
   
３．修士論文（最終版）の提出について 
（１） 提出〆切：３月修了予定者 ２月２３日 午後５時 
         ９月修了予定者 ８月２３日 午後５時 
（２） 提出場所：所属するプログラムを担当する支援室(大学院課程担当等) 
（３） 提出部数：１部 
（４） 作成方法： 

表紙及び標題紙を付けたうえ，穴を開けずにダブルクリップでとめクリアファイルに入れ

るか，もしくはＺ式ファイル等に綴じて提出すること。 
※ 既に提出した修士論文要旨に修正があった場合は，要旨の最終版も併せて提出すること。 
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４．学術情報リポジトリ登録に関する書類等の提出について（希望者のみ） 
（１） 提出〆切：３月修了予定者 ２月２３日 午後５時 
         ９月修了予定者 ８月２３日 午後５時 
（２） 提出場所：所属するプログラムを担当する支援室(大学院課程担当等) 
（３） 提出物及び部数： 

① 修士論文要旨及び修士論文（最終版）の電子ファイルを保存したＣＤ １部 
② 学術情報リポジトリ登録許諾書（主指導教員の押印が必要） １部 
※上記は，広島大学学術情報リポジトリ登録（インターネット無償公開）を希望し，かつ

主指導教員の承認が得られる者のみ提出すること。 
 
 
注）ここに定める期限日が土曜日又は国民の祝日に関する法律に規定する休日に当たるときはそ

の前日とし，日曜日にあたるときは前々日とする。 
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修
士
論
文 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

 

○
○
○
○ 

 

別紙１－１       

 

（修士論文 表紙 及び 標題紙 の書き方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修 士 論 文 

 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

20○○年○○月 

 

広島大学大学院統合生命科学研究科 

 

○ ○ ○ ○ 

［表紙］ 

修士論文，論文題目，年月，研究科名及び氏

名を別紙１－２のとおり直接印刷する。 

 本文が和文の場合は，全てを和文で記載し，

本文が英文の場合は，全てを英文で記載する。 

 修士論文の英訳は Master Thesis とする。 

 論文題目の位置は，表紙の上部１／３の範囲

に納める。 

 年月は，審査終了年月（3 月修了の場合は 3

月，9 月修了の場合は 9 月）とする。 

 年月，研究科名，氏名は表紙の下部１／３の

範囲に納める。 

［標題紙］ 

表紙と同様（別紙１－２参照）に記載する。ただ

し，研究科名の後にプログラム名を記載する。 
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別紙１－２ 

  (1)本文が和文の場合 

  ［背表紙］ ［表紙］               ［標題紙］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)本文が英文の場合 

    ［背表紙］ 

        ［表紙］               ［標題紙］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修士論文 

 

統合生命科学に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

20○○年３月（又は，9 月） 

広島大学大学院統合生命科学研究科 

○○○○○プログラム 

広島一郎 

 

 

修士論文 

 

統合生命科学に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

20○○年３月（又は，9 月） 

広島大学大学院統合生命科学研究科 

広島一郎 

 

 

 

Master Thesis 

 

Studies on Integrated Life Science 

 

 

 

 

 

 

 
Ichiro Hiroshima 

 
Graduate School of Integrated Sciences for Life 

Hiroshima University 
 

March (or September) 20○○ 

 

 

Master Thesis 

 

Studies on Integrated Life Science 

 

 

 

 

 

 

Ichiro Hiroshima 
 

Program of ○○○○○ 
Graduate School of Integrated Sciences for Life 

Hiroshima University 
 

March (or September) 20○○ 

 

Master Thesis Studies on Integrated Life Science    Ichiro Hiroshima 

修
士
論
文 

統
合
生
命
科
学
に
関
す
る
研
究 

 
 

 
 

 

広
島
一
郎 
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様 式 集 （修士） 
 

 





研 究 題 目 届（Ｍ） 
Notification

o

n

o

o

ooooooooo oo o
o

o

o



単位認定申請書 
Application for Recognition of Credits 

  年  月  日 
Date: (Year)   (Month)   (Day)   

 
大学院統合生命科学研究科長  殿 
To: The Dean of the Graduate School of Integrated Sciences for Life 
 

統合生命科学研究科 プログラム 
Graduate School of Integrated Sciences for Life  
 Program of  
学生番号 
Student Number     
氏  名 
Name 

 
認定科目の単位等の認定を受けたいので，報告書等を添付のうえ，申請します。 
I hereby apply for the recognition of the credits for designated courses, with reports or other required 
documents attached hereto. 
 

該当科目に○ 
Put a circle in the 
appropriate box. 

認 定 科 目 
Course 

備  考 
Remarks 

 海外学術活動演習 
Exercises in International Academic Studies 

博士課程前期 
Master’s Course 

 海外学術研究 
Academic research overseas 

博士課程後期 
Doctoral Course 

 生物・生命系長期インターンシップ 
Long-term internship 〃 

  
 

 

  
 

 

 
 

主指導教員氏名 
Name of Academic 

Supervisor 

 

〈単位認定にあたっての意見〉(Comments regarding certification of credits) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主指導教員評価 

Evaluation by 
Academic 
Supervisor 

秀 優 良 可 
Excellent, Very Good, Good, Fair 

学務委員会認定 
Certification of 

Academic Affairs 
Committee 
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−   − 

修 士 論 文 要 旨  
（Summary of Master Thesis） 

 

学 生 番 号 
 Student ID Number M 氏    名  

Name   

プログラム 
Program 

 Program of  

プログラム 

主指導教員 
Supervisor   

日本語題目 
Japanese Title  

英語題目 
English Title  
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  年  月  日 
 

 
広島大学大学院統合生命科学研究科長 殿 
 
 

学 生 番 号 
プログラム 
氏   名                   印／サイン 

 
 

早 期 修 了 申 請 書  

 
 

広島大学大学院規則第４３条に基づき，博士課程前期早期修了の認定を申請

いたします。 
 

 
 

早期修了希望時期       年  月 
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早 期 修 了 申 請 ・ 指 導 教 員 所 見  
 

  年  月  日 

学生番号  M 

氏
ふり

 名
がな

  

プログラム           

早期修了 

希望時期 
  年  月 希望 指導教員



修士論文・卒業論文の学術情報リポジトリ登録許諾書



    年  月  日 

 

 

修士の学位論文の提出に係る確認書 

 

広島大学長 殿 

 

研究科：                     

専攻等：                    

学年：     学生番号：           

氏名（自署）：                  

 

修士の学位論文の提出に当たり，以下の全ての事項を確認しました。 

 

 

論文題目：                                       

 

確認事項（チェックを入れる。） 

□ 所定の研究倫理教育プログラムを受講し，研究倫理に関し必要な事項を理解したこと。 

□ 研究上の不正行為（捏造，改ざん，盗用等）を行っていないこと。 

□ 著作権の侵害行為を行っていないこと。（以下のア～エを満たす，適切な方法で引用を行って

いる。または，学位論文執筆に関して著作権者の許諾を得ている。） 

ア 既に公表されている著作物であること 

イ 「公正な慣行」に合致すること 

・引用を行う「必然性」があること 
・カギ括弧などにより「引用部分」が明確になっていること 

ウ 研究の引用の目的上「正当な範囲内」であること 

・引用部分とそれ以外の部分の「主従関係」が明確であること 

・引用される分量が必要最小限の範囲内であること 

エ 「出所の明示」をすること 

□ プライバシーを保護すべき研究対象者が存在しないこと。または，研究対象者のプライバシ

ーが保護されていること。（対象者が研究対象となることを了解しており，公表方法等にも合

意している。） 

 

上記記載事項を確認しました。 

指導教員 

      職名：                  

      氏名（自署）：              

      確認年月日：     年   月   日 
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博士課程後期（博士） 





別表第１（細則第４条関係）

生物工学プログラム　（博士課程後期）

必
修
科
目

統合生命科学特別研究 1～3 12
12
単
位

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1

普遍的平和を目指して 1・2・3 1

データサイエンス 1・2・3 2

パターン認識と機械学習 1・2・3 2

データサイエンティスト養成 1・2・3 1

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1

リーダーシップ手法 1・2・3 1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1

イノベーション演習 1・2・3 2

長期インターンシップ 1・2・3 2

生命科学研究計画法 1 2

海外学術研究 1・2・3 2

生命科学キャリアデザイン開発 1 2

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2

先端生物工学特別講義Ａ 1・2・3 1

先端生物工学特別講義Ｂ 1・2・3 1

先端生物工学特別講義Ｃ 1・2・3 1

先端生物工学特別講義Ｄ 1・2・3 1

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　3：3年次に履修，
　　　　　　　　　　　　　　1～3：1年次から3年次で履修，　1・2・3：履修年次を問わない

履修方法及び修了要件単位数授業科目の名称 配当年次

4
単
位
以
上

2
単
位
以
上

９．授業科目と履修方法について

研 究 科
共 通 科 目

大
学
院
共
通
科
目

持続可能な
発 展 科 目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

科目区分

選
　
択

必

修

科

目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

○履修方法

　１　必修科目
　　　  プログラム専門科目　　１２単位

　２　選択必修科目
　　　　大学院共通科目
　　　　　持続可能な発展科目　  １単位以上
　　　　　キャリア開発・データリテラシー科目
　　　　　　　　　　　　　　　　１単位以上
　　　　研究科共通科目　　　　　４単位以上
　　　　プログラム専門科目　　　２単位以上

○修了要件

　１　必修科目　　　　　　　 １２単位
　　　選択必修科目　　　　　 　８単位以上
　　　  合　　計　　　　　   ２０単位以上

　２　研究指導

　３　博士論文
　　　　博士論文の審査及び最終試験に合格すること

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上
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食品生命科学プログラム　（博士課程後期）

生物圏多文化セミナーＢ 1・2・3 2

統合生命科学特別研究 1～3 12

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1

普遍的平和を目指して 1・2・3 1

データサイエンス 1・2・3 2

パターン認識と機械学習 1・2・3 2

データサイエンティスト養成 1・2・3 1

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1

リーダーシップ手法 1・2・3 1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1

イノベーション演習 1・2・3 2

長期インターンシップ 1・2・3 2

生命科学研究計画法 1 2

海外学術研究 1・2・3 2

生命科学キャリアデザイン開発 1 2

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2

授業科目の名称 配当年次科目区分

選
　
択

必

修

科

目

単位数

研 究 科
共 通 科 目

4
単
位
以
上

大
学
院
共
通
科
目

持続可能な
発 展 科 目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

必
修
科
目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

14
単
位

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　3：3年次に履修，
　　　　　　　　　　　　　　1～3：1年次から3年次で履修，　1・2・3：履修年次を問わない

○履修方法

　１　必修科目
　　　　プログラム専門科目　　　１４単位

　２　選択必修科目
　　　　大学院共通科目
　　　　　持続可能な発展科目　　  １単位以上
　　　　　キャリア開発・データリテラシー科目
　　　　　　　　　　　　　　　　　１単位以上
　　　　研究科共通科目　　　　　　４単位以上

○修了要件

　１　必修科目　　　　　　　　　１４単位
　　　選択必修科目　　　　　　　　６単位以上
　　    合　　計　　　　　　　　２０単位以上

　２　研究指導

　３　博士論文
　　　　博士論文の審査及び最終試験に合格すること

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上

履修方法及び修了要件
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生物資源科学プログラム　（博士課程後期）

生物圏多文化セミナーＢ 1・2・3 2

統合生命科学特別研究 1～3 12

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1

普遍的平和を目指して 1・2・3 1

データサイエンス 1・2・3 2

パターン認識と機械学習 1・2・3 2

データサイエンティスト養成 1・2・3 1

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1

リーダーシップ手法 1・2・3 1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1

イノベーション演習 1・2・3 2

長期インターンシップ 1・2・3 2

生命科学研究計画法 1 2

海外学術研究 1・2・3 2

生命科学キャリアデザイン開発 1 2

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2

授業科目の名称 配当年次 履修方法及び修了要件単位数科目区分

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　3：3年次に履修，
　　　　　　　　　　　　　　1～3：1年次から3年次で履修，　1・2・3：履修年次を問わない

必
修
科
目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

14
単
位

○履修方法

　１　必修科目
　　  　プログラム専門科目　　１４単位

　２　選択必修科目
　　　　大学院共通科目
　　　　　持続可能な発展科目　  １単位以上
　　　　　キャリア開発・データリテラシー科目
　　　　　　　　　　　　　　　　１単位以上
　　　　研究科共通科目　　　　　４単位以上
　

○修了要件

　１　必修科目　　　　　　　　１４単位
　　　選択必修科目　　　　　　　６単位以上
　　　  合　　計　　　　　　　２０単位以上

　２　研究指導

　３　博士論文
　　　　博士論文の審査及び最終試験に合格すること

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上

4
単
位
以
上

選
　
択

必

修

科

目

大
学
院
共
通
科
目

持続可能な
発 展 科 目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

研 究 科
共 通 科 目
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生命環境総合科学プログラム　（博士課程後期）

総合科学系演習Ⅱ 1・2・3 1

統合生命総合科学演習 1・2・3 1

統合生命科学特別研究 1～3 12

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1

普遍的平和を目指して 1・2・3 1

データサイエンス 1・2・3 2

パターン認識と機械学習 1・2・3 2

データサイエンティスト養成 1・2・3 1

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1

リーダーシップ手法 1・2・3 1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1

イノベーション演習 1・2・3 2

長期インターンシップ 1・2・3 2

生命科学研究計画法 1 2

海外学術研究 1・2・3 2

生命科学キャリアデザイン開発 1 2

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2

選
　
択

必

修

科

目

必
修
科
目

科目区分

14
単
位

大
学
院
共
通
科
目

持続可能な
発 展 科 目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

研 究 科
共 通 科 目

4
単
位
以
上

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　3：3年次に履修，
　　　　　　　　　　　　　　1～3：1年次から3年次で履修，　1・2・3：履修年次を問わない

○履修方法

　１　必修科目
　　 　 プログラム専門科目　　１４単位

　２　選択必修科目
　　　　大学院共通科目
　　　　　持続可能な発展科目　  １単位以上
　　　　　キャリア開発・データリテラシー科目
　　　　　　　　　　　　　　　　１単位以上
　　　　研究科共通科目　　　　　４単位以上
　

○修了要件

　１　必修科目　　　　　　　　１４単位
　　　選択必修科目　　　　　　　６単位以上
　　　  合　　計　　　　　　　２０単位以上

　２　研究指導

　３　博士論文
　　　　博士論文の審査及び最終試験に合格すること

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上

授業科目の名称 配当年次 履修方法及び修了要件単位数

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目
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基礎生物学プログラム　（博士課程後期）

先端基礎生物学研究演習Ｅ 1・2 1

先端基礎生物学研究演習Ｆ 1・2 1

統合生命科学特別研究 1～3 12

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1

普遍的平和を目指して 1・2・3 1

データサイエンス 1・2・3 2

パターン認識と機械学習 1・2・3 2

データサイエンティスト養成 1・2・3 1

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1

リーダーシップ手法 1・2・3 1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1

イノベーション演習 1・2・3 2

長期インターンシップ 1・2・3 2

生命科学研究計画法 1 2

海外学術研究 1・2・3 2

生命科学キャリアデザイン開発 1 2

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2

授業科目の名称 配当年次科目区分

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　3：3年次に履修，
　　　　　　　　　　　　　　1～3：1年次から3年次で履修，　1・2・3：履修年次を問わない

履修方法及び修了要件

選
　
択

必

修

科

目

4
単
位
以
上

大
学
院
共
通
科
目

持続可能な
発 展 科 目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

研 究 科
共 通 科 目

単位数

必
修
科
目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

14
単
位

○履修方法

　１　必修科目
　　  　プログラム専門科目　　１４単位

　２　選択必修科目
　　　　大学院共通科目
　　　　　持続可能な発展科目　  １単位以上
　　　　　キャリア開発・データリテラシー科目
　　　　　　　　　　　　　　　１単位以上
　　　　研究科共通科目　　　　　４単位以上
　

○修了要件

　１　必修科目　　　　　　　　１４単位
　　　選択必須科目　　　　　　　６単位以上
　　    合　  計　　　　　　　２０単位以上

 ２　研究指導

 ３　博士論文
 　　　博士論文の審査及び最終試験に合格すること

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上
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数理生命科学プログラム　（博士課程後期）

必
修
科
目

統合生命科学特別研究 1～3 12
12
単
位

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1

普遍的平和を目指して 1・2・3 1

データサイエンス 1・2・3 2

パターン認識と機械学習 1・2・3 2

データサイエンティスト養成 1・2・3 1

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1

リーダーシップ手法 1・2・3 1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1

イノベーション演習 1・2・3 2

長期インターンシップ 1・2・3 2

生命科学研究計画法 1 2

海外学術研究 1・2・3 2

生命科学キャリアデザイン開発 1 2

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2

数理生命科学特別講義Ｅ 1・2・3 1

数理生命科学特別講義Ｆ 1・2・3 1

数理生命科学特別講義Ｇ 1・2・3 1

数理生命科学特別講義Ｈ 1・2・3 1

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　3：3年次に履修，
　　　　　　　　　　　　　　1～3：1年次から3年次で履修，　1・2・3：履修年次を問わない

授業科目の名称 配当年次科目区分 履修方法及び修了要件

4
単
位
以
上

2
単
位
以
上

選
　
択

必

修

科

目

単位数

大
学
院
共
通
科
目

持 続 可 能 な
発 展 科 目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

研 究 科
共 通 科 目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

○履修方法

　１　必修科目
　　  　プログラム専門科目　　１２単位

　２　選択必修科目
　　　　大学院共通科目
　　　　　持続可能な発展科目　  １単位以上
　　　　　キャリア開発・データリテラシー科目
　　　　　　　　　　　　　　　　１単位以上
　　　　研究科共通科目　　　　　４単位以上
　　　　プログラム専門科目　　　２単位以上

○修了要件

　１　必修科目　　　　　　　　１２単位
　　　選択必修科目　　　　　　　８単位以上
　      合　　計　　　　　　　２０単位以上

　２　研究指導

　３　博士論文
　　　　博士論文の審査及び最終試験に合格すること

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上
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生命医科学プログラム　（博士課程後期）

生命医科学セミナーＣ 1 1

生命医科学セミナーＤ 2 1

統合生命科学特別研究 1～3 12

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3 1

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3 1

普遍的平和を目指して 1・2・3 1

データサイエンス 1・2・3 2

パターン認識と機械学習 1・2・3 2

データサイエンティスト養成 1・2・3 1

医療情報リテラシー活用 1・2・3 1

リーダーシップ手法 1・2・3 1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3 1

イノベーション演習 1・2・3 2

長期インターンシップ 1・2・3 2

生命科学研究計画法 1 2

海外学術研究 1・2・3 2

生命科学キャリアデザイン開発 1 2

生物・生命系長期インターンシップ 1・2・3 2

選
択
科
目

生命医科学セミナーＥ 3 1

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

1
単
位
以
上

1
単
位
以
上

4
単
位
以
上

授業科目の名称 配当年次科目区分

必
修
科
目

選
　
択

必

修

科

目

プ ロ グ ラ ム
専 門 科 目

大
学
院
共
通
科
目

持続可能な
発 展 科 目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

研 究 科
共 通 科 目

※配当年次の記載　　1：1年次に履修，　2：2年次に履修，　3：3年次に履修，
　　　　　　　　　　　　　　1～3：1年次から3年次で履修，　1・2・3：履修年次を問わない

○履修方法

　１　必修科目
　　　  プログラム専門科目　　１４単位

　２　選択必修科目
　　　　大学院共通科目
　　　　　持続可能な発展科目　  １単位以上
　　　　　キャリア開発・データリテラシー科目
　　　　　　　　　　　　　　　　１単位以上
　　　　研究科共通科目　　　　　４単位以上
　

○修了要件

　１　必修科目　　　　　　　　１４単位
　　　選択必修科目　　　　　　　６単位以上
　      合　　計　　　　　　　２０単位以上

　２　研究指導

　３　博士論文
　　　　博士論文の審査及び最終試験に合格すること

14
単
位

履修方法及び修了要件単位数
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１０．履修上の注意（博士課程後期） 

 

(1) 海外学術研究 

内 容 等: 目的に沿った海外学術研究を実施した場合に，申請することができる。  

 

(目的)  

国際的リーダーとして，生物系研究領域における先端融合研究を遂行できる人材の育成

を目的として，学生を海外の関連研究室に派遣する。実際に協働して研究を遂行するとと

もに，教員・学生との議論やゼミでの口頭発表などの機会を通じ，生物学・生命科学の専

門領域での研究活動に必要な英語でのコミュニケーション能力の向上，そして広い視野か

ら見た自身の研究の推進に関わる国際的ネットワークの重要性に対する理解を深める。 

 

評 価:単位認定申請書受理後，一般学生も聴講可とした英語での報告会を開催し，現地で

の研究活動を報告させ，その内容に基づき成績を評価する。 

提出書類等: 

１．単位認定申請書(学生便覧 52 頁) 

２．海外学術研究報告書 

３．研究実施海外研究先からの評価書 

４．その他参考となるもの 

実施手順: 

１．主指導教員と相談の上，海外学術研究を実施する受入れ機関を決定する。このとき，

相手機間と受入れに関する条件を事前に十分把握しておく必要がある。 

２．正規の授業などに差し障りのない範囲で実施する。実施期間は原則 2週間以上とする。 

３．受入れ機関から評価書の交付を受け，海外学術研究の目的，日程，目的達成度，得ら

れた成果，今後の課題を記載した報告書とともに提出する。 
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 (2) 生物・生命系長期インターンシップ 

内 容 等: 目的に沿ったインターンシップを実施した場合に，申請することができる。  

 

(目的)  

学生各々が実施している専門領域研究と実社会との関連を意識させ，持続可能な社会

構築できる研究者，高度職業人となるためには，生物学・生命科学の専門研究が実社会

の中で如何に研究され，社会実装に向けた開発が行われているかを理解することが重要

である。そこで，国内外の学術機関及び企業などで長期インターンシップを行い，仕事

としての研究の進め方，社会人・企業人との議論を通じたコミュニケーション能力の向

上と，職業人としての社会性の涵養を図る。 

 

評 価:単位認定申請書受理後，評価委員の陪席のもと一般学生も聴講可としたインター

ンシップ報告会を開催し，活動状況を報告させ，その内容に基づき成績を評価する。 

 

提出書類等:  

１．単位認定申請書(学生便覧 52頁) 

２．インターンシップ報告書 

３．インターン先での評価 

４．その他参考となるもの 

 

実施手順: 

１．主指導教員と相談の上，インターンシップを実施する受入れ機関を決定する。この

とき，受入れに関する条件を事前に十分把握しておく必要がある。 

２．正規の授業などに差し障りのない範囲で実施する。実施期間は原則 2週間以上とす

る。  

３．受入れ先から評価書の交付を受け，インターンシップの目的，日程，目的達成度，

得られた成果，今後の課題を記載した報告書とともに提出する。 
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１１．学位規則（研究科内規） 

○広島大学学位規則統合生命科学研究科内規 
平成31年4月1日 

研究科長決裁 
目次 

 第1章 総則(第1条) 

 第2章 大学院統合生命科学研究科博士課程後期修了認定のために行う学位審査 

(第2条－第7条) 

 第3章 論文提出による学位審査(第8条－第14条) 

 第4章 雑則(第15条・第16条) 

 附則 

 

第1章 総則 
(趣旨) 

第1条 この内規は，広島大学学位規則(平成16年4月1日規則第8号。以下「規則」という。)第
17条の規定に基づき，広島大学大学院統合生命科学研究科(以下「本研究科」という。)の学

位の授与に関し必要な事項を定めるものとする。 
第2章 大学院統合生命科学研究科博士課程後期修了認定のために行う学位審査 

(論文提出の資格要件及び時期) 
第2条 規則第2条第2項の規定により学位論文(以下「論文」という。)を提出することができる

者は，広島大学大学院統合生命科学研究科細則(平成31年4月1日研究科長決裁)第15条に規定

する単位(以下「所定の単位」という。)を修得した者又は論文を提出する日の属する学期末

までに所定の単位を修得する見込みが確実な者で，かつ，論文の作成等に対する指導(以下「研

究指導」という。)を受けたものとする。 
2 論文の提出の時期は，3月末修了予定者にあっては修了予定年度の1月25日まで，9月末修了

予定者にあっては修了予定年度の7月15日までとする。ただし，3年を超えて在学する者にあ

っては，随時学位申請手続を行うことができる。 
3 前項の規定にかかわらず，論文提出の期日が次の各号のいずれかに該当する場合は，以後

最初の平日をもってその期日とする。  
(1) 日曜日及び土曜日  
(2) 国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日 
(学位論文提出の手続) 

第3条 前条第1項の規定に該当する者が論文を提出する場合は，次に掲げる書類を主指導教員

の承認を得て，研究科長に提出するものとする。 
(1) 学位論文審査願 1通   
(2) 論文 1通   
(3) 論文目録 1通    
(4) 論文の要旨 1通    
(5) 履歴書 1通    
(6) 参考論文のあるときは，参考論文 1通    
(論文の受理) 

第4条 研究科長は，前条の規定により論文の提出があったときは，広島大学大学院統合生命

科学研究科教授会(以下「教授会」という。)に受理すべきか否かを諮るものとする。 
(審査委員会) 

第5条 研究科長は，前条の規定により論文の受理を決定したときは，当該論文を教授会に付

議するものとする。 
2 教授会は，前項の付議に基づき，直ちに審査委員会を設けるものとする。 
3 審査委員会は，学位論文の内容に関係の深い専門分野の広島大学(以下「本学」という。)

の教授3人以上の審査委員をもって組織する。ただし，教授会において必要と認めたときは，

― 44―



本学の教員又は他の大学院若しくは研究所等の教員等を審査委員に加えることができる。 
4 審査委員会に主査を置き，本研究科の教員をもって充てる。 
（論文審査会） 
第6条 審査委員会は，公開の論文審査会を開催するものとする。 
 (学位授与の期日) 
第7条 論文審査及び最終試験に合格した者の博士の学位授与の期日は，次のとおりとする。  

(1) 標準修業年限内に合格した者 学位記授与式が挙行される日  
ただし，教授会の議を経て研究科長が，特別な事由があると認めた場合には合格した日

とすることができる。  
(2) その他の者 合格した日  

第3章 論文提出による学位審査 
(学位授与の申請をすることができる者の資格要件) 

第 8 条 規則第 2 条第 3 項の規定に基づき，論文提出による博士の学位の授与を申請すること

ができる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 
 (1) 本研究科博士課程後期に3年以上在学して所定の単位を修得し，かつ，研究指導を受け

た後退学した者 
(2) 博士課程前期又は修士課程の修了者で，4年以上の研究歴を有するもの 
(3) 大学の卒業者で，6年以上の研究歴を有するもの 
(4) 前3号に掲げる者以外の者で，教授会が優れた研究業績を上げたと認めるもの 
(論文提出の手続) 

第9条 前条各号のいずれかに該当する者が論文を提出する場合は，次に掲げる書類を研究科

長を経て学長に提出するものとする。 
 (1) 学位申請書 1通  
(2) 論文 1通 
(3) 論文目録 1通 
(4) 論文の要旨 1通 
(5) 履歴書 1通 
(6) 参考論文のあるときは，参考論文 1通 
(7) 最終学校の卒業証明書 (大学院修了証明書) 1通 
(8) 研究期間を証する主指導教員又はこれに準ずる者の証明書 1通  

2 前項の規定にかかわらず，本学の卒業者又は本研究科の修了者でその研究歴が本学に限ら

れるものについては，前項第7号及び第8号に規定する書類は必要としない。 
(論文の受理) 

第10条 論文の受理については，第4条の規定を準用する。 
(審査委員会及び試問委員会) 

第11条 審査委員会については，第5条の規定を準用する。 
2 試問委員会は，学位論文の内容に関係の深い専門分野の本学の教授3人以上の諮問委員をも

って組織する。ただし，教授会において必要と認めたときは，本学の教員又は他の大学院若

しくは研究所等の教員等を諮問委員に加えることができる。 
3 試問委員会に主 等の 研 種 本員の諮 の 員 Ù 員 � 
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第4章 雑則 
(書類の様式) 

第15条 関係書類の様式は，別記第1号様式から別記第7号様式までのとおりとする。 
(その他) 

第16条 この内規に定めるもののほか，学位の